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●
安
曇
野
市
は
マ
シ
ュ
マ
ロ
の
名
産

地
！
そ
の
生
産
量
は
、
な
ん
と
全
国

の
約
７
割
を
占
め
、
全
国
１
位
を
誇

り
ま
す
。（
株
式
会
社
エ
イ
ワ
調
べ
）

●
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
お
ひ
さ
ま
」
の

放
送
以
降
、
全
国
的
な
知
名
度
が
高

ま
っ
た
安
曇
野
市
の
そ
ば
。
そ
の
産

出
額
は
、
全
国
３
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
令
和
２
年
農
業
産
出
額
〈
推

計
〉）

●
さ
ら
に
田
耕
（
稲
）
の
作
付
面
積
、

そ
ば
の
作
付
面
積
、
小
麦
の
作
付
面

積
、
玉
ね
ぎ
の
収
穫
量
も
県
内
１
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
令
和
２
年
作

物
統
計
調
査
）

●
長
野
県
は
博
物
館
・
美
術
館
の
数
が

３
４
５
館
で
全
国
１
位
。
安
曇
野
市

の
博
物
館
・
美
術
館
の
登
録
は
６
館

で
県
内
３
位
。
登
録
の
な
い
小
さ
な

美
術
館
も
多
く
、
さ
ら
に
上
位
の
可

能
性
も
。（
令
和
４
年
県
教
委
資
料
）

●
穂
高
有
明
に
あ
る
中
部
電
力
・
宮

城
第
一
水
力
発
電
所
は
明
治
37

（
１
９
０
４
）
年
に
稼
働
開
始
。
日

本
最
古
の
現
役
の
水
力
発
電
所
と
し

て
稼
働
年
数
が
全
国
１
位
で
す
。

●
ヤ
マ
マ
ユ
ガ
の
繭
か
ら
作
る
天
然
の

さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
や
米
の
産
地
の

安
曇
野
市
に
は
、
数
多
く
の
農

産
物
直
売
所
が
あ
り
ま
す
。
長
野
県
に

よ
る
と
、
平
成
30
年
度
時
点
で
売
上
高

１
億
円
以
上
の
農
産
物
直
売
所
の
数

は
、
長
野
市
の
６
カ
所
に
次
い
で
５
カ

所
と
、
県
内
で
第
２
位
（
松
本
市
も
２

位
）。
新
鮮
な
農
産
物
が
手
に
入
る
だ

け
で
は
な
く
、
手
作
り
の
加
工
品
を
取

り
揃
え
て
い
る
点
も
大
き
な
特
長
で
す
。

全
国
か
ら
買
い
物
客
が
来
訪

　
安
曇
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
車

で
５
分
ほ
ど
の
「
安
曇
野
ス
イ
ス
村
ハ

イ
ジ
の
里
」（
豊
科
南
穂
高
）
は
、「
施

設
規
模
が
長
野
県
内
で
最
大
級
」
の
農

産
物
直
売
所
。
毎
朝
、
農
家
か
ら
農
産

物
が
届
き
、
後
藤
祐
輔
店
長
は
「
皆
さ

ん
の
協
力
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
品
を

新
鮮
な
状
態
で
販
売
で
き
ま
す
」
と
話

し
ま
す
。リ
ン
ゴ
が
並
ぶ
夏
か
ら
秋
は
、

全
国
各
地
か
ら
買
い
物
客
が
訪
れ
る
そ

う
で
す
。

　
後
藤
店
長
は
「
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
安
曇
野
の
食
材

を
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
力
を
込
め

ま
し
た
。

体
に
も
心
に
も
や
さ
し
い
直
売
所

　
山
麓
線
沿
い
に
あ
り
、
安
曇
野
を
一

望
で
き
る
「
Ｖ
ｉ
ｆ
穂
高
」（
穂
高
有

明
）。
地
元
農
家
に
よ
る
農
産
物
に
加

え
て
、
お
や
き
、
ま
ん
じ
ゅ

う
、
パ
ン
な
ど
の
従
業
員
手

作
り
の
加
工
品
が
特
に
人

気
で
す
。
パ
ン
は
基
本
的
に

小
麦
粉
、塩
、少
量
の
砂
糖
、

水
、
白
神
こ
だ
ま
酵
母
の
み

で
作
り
、
三
澤
育
子
副
理
事

長
は
「
添
加
物
を
入
れ
て
い

な
い
の
で
日
持
ち
は
し
な

い
け
れ
ど
、
体
に
も
心
に
も

繊
維
「
天
蚕
糸
」
の
生
産
量
は
、
全

国
１
位
（
農
林
水
産
省
資
料
よ
り
推

計
）
を
誇
り
ま
す
。

●
長
寿
県
で
知
ら
れ
る
長
野
県
。
安
曇

野
市
も
平
成
22
年
の
調
査
で
、
女
性

の
平
均
寿
命
は
87
・
8
歳
で
、
全
国

30
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。（
平
成
22
年
厚
生
労
働
省
）

●
豊
富
な
返
礼
品
が
人
気
の
安
曇
野
市

の
ふ
る
さ
と
納
税
。
ふ
る
さ
と
納
税

寄
付
額
は
、
県
内
４
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
令
和
２
年
度
総
務
省
）

●
各
地
域
に
図
書
館
が
あ
り
、
読
書
環

境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
安
曇
野
市
。

図
書
館
で
の
個
人
貸
出
冊
数
は
、
県

内
４
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
令
和

３
年
度
長
野
県
公
共
図
書
館
概
況
）

ま
だ
ま
だ
あ
り
そ
う
な
安
曇
野
市
の

上
位
ラ
ン
キ
ン
グ
。
こ
の
他
に
も
全
国
の

ラ
ン
キ
ン
グ
に
入
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
政
策
経
営
課　
TEL

71・２
４
０
１（

seisakukeiei@
city.azum

ino.
nagano.jp

）

や
さ
し
い
」
と
胸
を
張
り
ま
す
。

　
平
成
15
年
の
オ
ー
プ
ン
当
時
、
パ
ン

作
り
を
担
当
し
て
い
た
三
澤
副
理
事
長

は
「
白
神
こ
だ
ま
酵
母
を
求
め
て
東
北

地
方
の
白
神
山
地
ま
で
行
き
、
試
行
錯

誤
を
重
ね
な
が
ら
改
良
し
て
き
ま
し

た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
20
周
年
の
節
目
を
迎
え
る

令
和
５
年
を
前
に
、
三
澤
副
理
事
長
は

「
地
元
産
品
を
お
い
し
く
味
わ
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
願
い
が
出
発
点
。
こ
れ
か

ら
も
そ
の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

お
気
に
入
り
店
を
見
つ
け
て

ハ
イ
ジ
の
里
と
Ｖ
ｉ
ｆ
穂
高
は
、
市

内
に
あ
る
農
産
物
直
売
所
の
ほ
ん
の
一

例
で
す
。
市
内
に
は
、
地
域
ご
と
に
大

小
さ
ま
ざ
ま
な
直
売
所
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
特
長
が
あ
り
ま
す
。
直
売
所
巡
り

を
通
じ
て
、
ぜ
ひ
、
お
気
に
入
り
の
お

店
を
見
つ
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

直売所では地元ならではの農産物も入手できます。
写真は夏から秋にかけて栽培される「夏秋いちご」。

売
上
高
１
億
円
以
上

農
産
物
直
売
所
の
数

県
内

２
位

コラム

直売所は、新鮮な農産物だけでなく、個
性あふれる加工品も魅力。従業員の創意
工夫が光ります。

安曇野市の農産物を応援する妖精
あづみ～ず。（そばっぴ、あぷふー
る、みずん、らいすん、わさっぴ）
みんなのランキング第 21 回「み
んなまとめて応援したくなる！ご当
地キャラクターランキング（2020
年 12 月生活ガイド .com 調べ）」
で、第 1 位に輝いています。

市内の直売所は、売り場面積も広く、多くの地元客、観光客でにぎわいます。

わさびは生産量日本一 ⁉

わさびの生産量の公な統計数値はありませ
ん。しかし、栽培面積を基に生産量を推計
すると、安曇野市は年間 806㌧となり、日
本一であるといえます。

令和２年特用林産資料より推計

都道
府県

水わさび
生産量 栽培

面積計 根茎 葉柄

全国 1331 409.6 920.8 241.0

長野 867.7 137.3 730.5 32.3

静岡 365.9 236.4 129.5 116.5

特集◎わがまち気になるランキング

ま
だ
ま
だ
あ
る
！

安
曇
野
市
の
注
目
ラ
ン
キ
ン
グ

キャンプのメニュー
としても人気のマシ
ュマロ。国内の約 7
割が安曇野市産。

現役では日本最古の
水力発電所「宮城第
一水力発電所」。現
在も電力を供給して
います。

安曇野は名実ともに「そばの郷」。

多様な「誇り」を大切に
安曇野市には、自然・文化・産業などさまざまな地域資源があり、県外からお

越しの皆さんも含め、多くの人を魅了する地域です。その魅力の中には、この地
に暮らす私たちが意外と見逃していることがあるかもしれません。私たちがこれ
らの資源を磨き上げ、発信していくことが地域の誇りにつながります。

旧町村から引き継いだ５つの地域の特徴ある文化・歴史を生かしながら、市民
一人一人が胸を張り、誇りを持って暮らしていただくことが、住んでよかったと
実感していただくまちづくりを進める上で欠かせません。市民の皆さんとともに、
今後、地域のさまざまな魅力を発信していきたいと思います。

安曇野市長

太田　寬

●ほりがね物産センター（473－7002）

●みさとサラダ市（476－4066）

●あづみ野ふる里市（477‐7530）

●とよしな旬彩市（473－0902）

●まちの駅 安曇野BASE（488‐9177）

●ファーマーズガーデンあかしな

　（462－1230）

●Vif穂高（481－5656）

●たまごの駅（481－1125）

●安曇野スイス村ハイジの里

　（487－0812）

市内の主な直売所


